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球
と
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工
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合
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一
時
は
地
球
寒
冷
化
説
が
議
論
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今
年
九
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
五
次
評
価
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
大
気
温
度
の
上
昇
は
確
実
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
原
因
も
空
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
だ
け
で
も
人
間
の
活
動
に
由
来
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
一
五
倍
に
増
加
し
、
大
気
の

二
酸
化
炭
素
濃
度
が
一
・
三
倍
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
反
論
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
た
。 

 

か
つ
て
人
間
由
来
の
二
酸
化
炭
素
は
森
林
に
よ
る
酸
素
へ
の
変
換
と
海
洋
の
吸
収
で
処
理
さ
れ
て
い
た
が
、
地
中
に
封
印

さ
れ
て
い
た
化
石
燃
料
の
使
用
が
急
増
し
自
然
の
処
理
能
力
を
上
回
る
事
態
に
な
っ
た
。
現
状
で
は
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
一
割
は
森
林
で
、
三
割
は
海
洋
で
処
理
さ
れ
る
が
、
六
割
は
そ
の
ま
ま
空
中
に
蓄
積
さ
れ
、
そ
の
結
果
の
気
温
の
上
昇

で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
進
行
す
れ
ば
今
世
紀
末
に
は
現
在
よ
り
も
四
度
以
上
も
気
温
が
上
昇
し
、
異
常
な
事
態
に
な
る
と
予
測

さ
れ
る
。 

 

こ
れ
を
二
度
程
度
の
上
昇
に
抑
制
し
よ
う
と
す
る
と
、
二
〇
五
〇
年
の
時
点
で
排
出
総
量
を
現
在
の
半
分
に
し
、
二
一
〇

〇
年
に
は
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
世
界
の
人
口
は
増
加
し
つ
づ
け
る
し
、
生
活
水
準
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
か

ら
、
こ
れ
は
実
現
不
能
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
が
、
化
石
燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
節
約
技
術
の
開
発
、
生
活

様
式
の
変
更
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
動
員
し
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
部
と
し
て
人
工
光
合
成
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。 

 

植
物
は
日
光
と
水
分
が
あ
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
を
酸
素
と
澱
粉
や
糖
類
な
ど
に
変
換
す
る
光
合
成
と
名
付
け
ら
れ
た
能
力

が
あ
る
こ
と
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
人
工
の
装
置
で
実
現
す
る
の
が
人
工
光
合
成
で
あ
る
。

そ
の
一
歩
は
一
九
七
二
年
に
東
京
大
学
の
本
多
健
一
教
授
と
大
学
院
生
で
あ
っ
た
藤
嶋
昭
氏
に
よ
る
「
本
多
・
藤
嶋
効
果
」

の
発
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
中
の
二
種
の
電
極
に
紫
外
線
を
照
射
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
水
素
と
酸
素
が
発
生
す
る
と
い

う
反
応
で
あ
る
。 

 

世
界
最
初
の
人
工
光
合
成
を
実
現
し
た
の
は
二
〇
一
一
年
に
豊
田
中
央
研
究
所
で
あ
る
が
、
効
率
は
〇
・
〇
六
％
で
あ
っ

た
。
し
か
し
一
旦
突
破
さ
れ
る
と
進
歩
は
急
速
で
、
翌
年
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
〇
・
二
％
に
向
上
さ
せ
、
そ
し
て
先
月
、

東
芝
が
一
・
五
％
の
変
換
効
率
を
実
現
し
た
。
天
然
の
植
物
の
光
合
成
の
効
率
は
〇
・
一
％
か
ら
二
・
五
％
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
す
で
に
同
等
の
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、
実
用
に
な
る
た
め
に
は
一
〇
％
が
必
要
と
さ
れ
、
東
芝
は
数
年
で
到
達

す
る
と
発
表
し
て
い
る
。 

 

現
在
、
空
中
の
二
酸
化
炭
素
を
減
少
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
海
水
に
溶
融
さ
せ
る
技
術
と
地
中
に
貯
留
す
る
技
術
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
海
洋
は
二
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
海
水
が
酸
性
に
な
っ
て
生
態
に
影
響
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

そ
の
兆
候
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
地
中
へ
の
貯
留
は
圧
力
を
か
け
て
使
用
し
な
く
な
っ
た
油
田
な
ど
に
封
入
す
れ
ば
、
残
存

し
て
い
た
原
油
の
採
掘
効
率
も
上
昇
す
る
一
石
二
鳥
の
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
と
い
う
矛

盾
が
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
人
工
光
合
成
は
二
酸
化
炭
素
を
原
料
と
し
て
酸
素
と
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
生
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か

ら
、
空
中
の
二
酸
化
炭
素
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
新
規
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
獲
得
で
き
る
一
石
二
鳥
の
方
法
に
な
る
。
し
か

も
装
置
の
運
転
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太
陽
光
線
で
あ
る
か
ら
、
地
中
へ
の
貯
留
の
よ
う
に
化
石
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
も
な
い
。

昨
今
、
生
物
の
優
秀
な
能
力
を
参
考
に
す
る
「
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
」
と
い
う
技
術
開
発
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
高

の
事
例
と
な
る
。 

 

幸
運
な
こ
と
に
「
本
多
・
藤
嶋
効
果
」
以
来
、
日
本
は
こ
の
分
野
の
先
頭
に
あ
る
。
明
治
以
来
、
化
石
燃
料
を
輸
入
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
い
日
本
は
不
利
な
条
件
で
産
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
で
も
経
済
収
支
で
も

採
算
の
と
れ
る
人
工
光
合
成
技
術
を
開
発
す
れ
ば
、
大
気
温
度
の
上
昇
と
い
う
地
球
全
体
の
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
な

が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
も
入
手
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
二
一
世
紀
前
半
の
注
目
技
術
で
あ
る
。 


